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〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
一
七
〕

一
、
公
判
未
定
出
記
録
中
の
、
逮
捕
状
請
求
の
疎
明
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
司
法
警
察
職
員
作
成
の
捜
査
報
告
書
、

供
述
録
取
書
が
、
被
逮
捕
者
と
の
間
で
民
訴
法
三
一
二
条
三
号
の
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
か
（
積
極
）

二
、
文
書
提
出
命
令
の
採
否
に
あ
た
り
、
裁
判
所
が
守
秘
義
務
の
範
囲
を
確
定
で
き
る
か
（
積
極
）

　
　
大
阪
高
裁
昭
六
三
・
七
・
二
〇
民
事
第
一
〇
部
決
定
（
抗
告
棄
却
・
確
定
）
、
原
審
京
都
地
裁
昭
六
三
・
三
・
七
決
定
（
昭
六
二

　
　
（
モ
）
第
一
八
〇
三
号
）
、
文
書
提
出
命
令
に
対
す
る
抗
告
事
件

判例研究

　
〔
事
　
実
〕

　
在
日
韓
国
人
で
あ
る
X
は
、
外
国
人
登
録
証
の
引
換
交
付
の
際
、
外
国

人
登
録
法
に
規
定
さ
れ
た
指
紋
の
押
捺
を
拒
否
し
た
た
め
、
同
法
違
反
の

嫌
疑
を
受
け
、
警
察
へ
の
任
意
出
頭
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
外
国
人
登

録
法
違
反
の
被
疑
事
実
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
．

　
同
刑
事
事
件
継
続
中
、
X
は
、
警
察
官
が
逮
捕
の
要
件
が
存
し
な
い
の

に
逮
捕
状
の
請
求
を
行
っ
て
違
法
な
逮
捕
及
び
身
体
検
査
等
を
行
い
、
裁

判
官
が
違
法
に
逮
捕
状
を
交
付
し
た
と
し
て
Y
（
国
）
等
に
対
し
て
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
．

　
本
件
は
、
X
が
、
逮
捕
の
要
件
が
存
し
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
、

民
訴
法
三
二
一
条
三
号
後
段
該
当
文
書
と
し
て
、
検
察
庁
保
管
の
本
件
逮

捕
状
請
求
書
に
添
付
さ
れ
た
文
書
等
に
つ
き
、
司
法
警
察
職
員
作
成
の
報

告
、
供
述
書
等
に
つ
い
て
は
，
作
成
日
付
、
作
成
者
等
を
具
体
的
に
表
示

し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
「
及
び
疎
明
資
料
等
一
件
記
録
｝
切
」
と
表

示
し
て
文
書
提
出
命
令
を
申
し
立
て
た
も
の
で
あ
る
．

　
原
審
（
京
都
地
決
昭
六
三
・
二
・
七
）
は
、
「
及
び
疎
明
資
料
等
一
件
記

録
一
切
」
と
表
示
し
た
一
部
の
資
料
に
つ
き
、
文
書
の
表
示
が
具
体
性
を

欠
く
も
の
と
し
て
却
下
し
、
残
り
の
文
書
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
法
律
関

係
文
書
」
に
該
当
す
る
と
し
た
．
さ
ら
に
守
秘
義
務
に
関
し
て
、
証
人
義

務
の
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
つ
つ
、
「
証
人
に
関
す
る
す
べ
て
の
規
定

が
、
当
然
に
類
推
適
用
さ
れ
る
と
解
す
べ
ぎ
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
規

定
の
類
推
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
」
と
し
た
上
で
、
公
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判
開
廷
前
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類
の
非
公
開
の
原
則
と
そ
の
例
外
を
定
め

る
刑
事
訴
訟
法
四
七
条
但
書
の
、
「
公
開
の
相
当
性
」
の
判
断
主
体
に
付

き
判
示
し
た
。
判
旨
に
よ
る
と
、
当
該
記
録
保
管
者
の
判
断
を
ま
ず
尊
重

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
判
断
が
合
理
性
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
他
、

そ
の
提
出
を
命
じ
得
な
い
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
裁
量
も
適
正
迅
速
な

民
事
裁
判
の
実
現
等
、
刑
事
手
続
以
外
の
公
益
上
の
必
要
に
も
十
分
配
慮

し
た
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
事
裁
判
所
が
守
秘
義
務
の

範
囲
を
具
体
的
に
画
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
と
し
、
一
般
論

と
し
て
民
事
裁
判
所
に
判
断
権
を
認
め
た
。
次
に
、
具
体
的
に
刑
訴
法
四

七
条
の
訴
訟
資
料
非
公
開
の
理
由
を
考
察
し
、
こ
れ
を
（
一
）
訴
訟
関
係

人
の
名
誉
そ
の
他
の
公
・
私
益
の
保
護
、
（
二
）
刑
事
裁
判
へ
の
不
当
な

影
響
の
防
止
、
（
三
）
当
該
捜
査
の
密
行
性
と
解
し
、
当
該
外
国
人
登
録

法
違
反
被
告
事
件
の
審
理
が
、
既
に
、
公
訴
事
実
に
関
す
る
検
察
官
側
の

立
証
が
終
わ
り
、
現
在
で
は
、
被
告
人
、
弁
護
人
側
に
お
い
て
、
同
法
が

憲
法
に
違
反
す
る
旨
の
立
証
を
行
っ
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
刑
事
事

件
の
審
理
の
進
捗
状
況
か
ら
、
（
二
）
、
（
三
）
の
理
由
は
消
滅
し
て
い
る

と
し
た
。

　
最
後
に
、
本
件
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
は
、
警
察
官
な
い
し
裁
判
官
が
、

ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
逮
捕
の
要
件
が
あ
る
旨
判
断
し
た
の
か
が

問
題
と
な
る
か
ら
、
当
該
「
文
書
を
提
出
さ
せ
る
必
要
性
」
が
あ
る
と
し

た
上
で
、
（
二
）
、
（
三
）
の
理
由
が
な
お
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
、
（
一
）

の
理
由
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
Y
が
具
体
的
か
つ
合
理
的
な
事
情
を

主
張
、
立
証
し
な
い
場
合
に
は
、
Y
の
判
断
が
合
理
性
を
欠
く
も
の
と
認

め
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
。
本
件
に
お
い
て
、
Y
は
、
そ
れ
ぞ
れ
抽
象
的

に
主
張
す
る
の
み
で
、
右
事
情
を
何
ら
明
ら
か
に
し
な
い
か
ら
、
右
公
開

の
相
当
性
な
し
と
す
る
判
断
は
合
理
性
を
欠
く
と
み
る
ほ
か
な
い
と
し
て
、

文
書
の
提
出
を
命
じ
た
。

　
X
・
Y
抗
告
。
X
・
Y
の
主
張
を
、
抗
告
審
決
定
の
判
示
事
項
順
に
整

理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Y
（
国
）
の
主
張

　
（
一
）
　
民
訴
法
三
一
二
条
三
号
後
段
に
言
う
法
律
関
係
は
、
私
法
上
の

　
　
　
契
約
関
係
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
、
本
件
文
書
は
「
法
律

　
　
　
関
係
文
書
」
に
該
当
し
な
い
。

　
（
二
）
　
本
件
文
書
は
自
己
使
用
文
書
で
あ
り
、
文
書
提
出
義
務
の
対
象

　
　
　
に
な
り
得
な
い
。

　
（
三
）
本
件
文
書
に
は
民
訴
法
二
七
二
条
、
二
八
一
条
一
項
一
号
等
の

　
　
　
諸
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
同
法
二
八
三
条
一
項
の
類

　
　
　
推
適
用
に
ょ
り
、
民
事
裁
判
所
は
、
右
提
出
義
務
の
存
否
に
付
い

　
　
　
て
判
断
で
き
な
い
。

　
（
四
）
　
刑
訴
法
四
七
条
本
文
は
、
刑
事
司
法
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営

　
　
　
に
資
す
る
と
い
う
一
般
的
利
益
の
保
護
を
も
そ
の
目
的
と
す
る
か

　
　
　
ら
、
個
別
的
に
み
れ
ぽ
特
に
名
誉
等
を
殿
損
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、

　
　
　
ま
た
、
具
体
的
事
件
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
公
開
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
国
民
の
捜
査
へ
の
積
極
的
協
力
が
得
ら

　
　
　
れ
な
く
な
る
な
ど
、
国
の
捜
査
権
の
行
使
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
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明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
右
非
公
開
文
書
に
当
た
る
。

　
抗
告
審
で
あ
る
大
阪
高
裁
は
、
原
決
定
の
理
由
を
引
用
し
た
王
で
、

X
・
Y
の
主
張
に
付
き
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
理
由
を
付
け
て
、
両
者

の
抗
告
を
却
下
し
た
。

　
Y
の
主
張
第
一
点
に
対
し
て
、
「
…
…
法
律
関
係
は
、
…
：
私
法
上
の

契
約
関
係
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
法
律
関
係
「
二

付
」
と
は
、
右
法
律
関
係
と
関
連
性
を
有
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
，
…
…
X
は
、
Y
の
機
関
に
よ
り
発

付
さ
れ
た
逮
捕
状
に
よ
り
本
件
逮
捕
と
い
う
具
体
的
な
処
分
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
（
両
者
の
間
に
は
）
本
件
被
疑
事
件
に
よ
る
捜
査
法
律
関

係
並
び
に
右
逮
捕
状
発
付
の
違
法
性
を
め
ぐ
り
、
原
告
の
身
体
及
び
自
由

等
の
法
的
地
位
の
侵
害
を
内
容
と
す
る
法
律
関
係
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
…
…
右
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
」
　
第
二
点
に
対
し
。
『
…
：
一
般
に
．
後
目
公
判
に
証
拠
提
出
を
予
定
さ

れ
る
書
類
で
あ
る
こ
と
は
当
裁
判
所
に
顕
著
で
あ
る
か
ら
、
右
主
張
も
理

由
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

　
第
三
点
に
対
し
．
「
…
…
文
書
提
出
義
務
が
．
裁
判
所
の
審
理
に
協
力

す
べ
き
公
法
上
の
義
務
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
証
人
義
務
、
証
言
義
務
と

同
一
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

も
、
証
人
に
関
す
る
右
す
べ
て
の
規
定
が
、
当
然
に
類
推
適
用
さ
れ
る
と

解
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
当
該
文
書
の
性
格
等
に
鑑
み
、
個
々
の
規
定

の
類
推
適
用
の
可
否
に
付
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
」
「
前
記
文
書

は
、
刑
訴
法
四
七
条
本
文
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」
に
含
ま
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
同
条
但
書
に
よ
り
、
公
益
上
の
必
要
そ
の
他
の
自
由
が
あ

っ
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
公
開
が
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
文
書

提
出
命
令
申
立
の
採
否
に
当
た
り
、
裁
判
所
が
、
右
守
秘
義
務
の
範
囲
を

具
体
的
に
画
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、

引
用
に
か
か
る
原
決
定
理
由
説
示
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
右
主
張
は
失

当
で
あ
る
。
」

　
第
四
点
に
対
し
、
刑
訴
法
四
七
条
本
文
は
、
訴
訟
に
関
す
る
書
類
が
、

公
判
開
廷
前
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
関
係
人
の
名
誉
を
殿
損

し
、
公
序
良
俗
を
害
し
、
ま
た
は
裁
判
に
対
す
る
不
当
な
影
響
を
引
き
起

こ
す
こ
と
を
防
止
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
て
、
（
Y
主
張
の
）
一
般
的

利
益
の
保
護
を
も
目
的
と
す
る
も
の
と
は
、
と
う
て
い
理
解
し
得
な
い
か

ら
、
右
主
張
も
理
由
が
な
い
。

　
〔
評
　
釈
〕

　
判
旨
に
賛
成
す
る
。

陶
　
本
件
は
、
（
一
）
継
続
中
の
刑
事
事
件
公
判
の
未
提
出
書
類
が
、
民

訴
法
三
一
二
条
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
か
、
（
二
）
公

判
開
廷
前
の
訴
訟
資
料
の
非
公
開
の
原
則
（
本
文
）
と
「
相
当
と
認
め
ら

れ
る
場
合
」
の
例
外
（
但
書
）
を
規
定
す
る
刑
訴
法
四
七
条
、
な
い
し
守

秘
義
務
に
よ
り
、
文
書
提
出
義
務
が
阻
却
さ
れ
る
か
、
（
三
）
公
開
の
相

当
性
の
判
断
主
体
は
誰
か
、
（
四
）
民
訴
法
三
二
二
条
に
よ
る
文
書
の
特

定
の
程
度
い
か
ん
、
と
い
う
問
題
点
に
関
し
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
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民
訴
法
三
一
二
条
の
文
書
提
出
義
務
は
．
証
人
義
務
同
様
、
国
家
に
対

す
る
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
が
、
一
般
的
証
人
義
務
を
規
定
す
る
民
訴
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
七
一
条
に
該
当
す
る
規
定
は
な
く
、
ま
た
立
法
の
沿
革
か
ら
み
て
も
限

定
的
な
義
務
と
解
さ
れ
て
い
る
．
同
条
一
号
は
、
当
事
者
の
一
方
が
訴
訟

に
お
い
て
引
用
し
た
文
書
に
つ
き
、
公
平
の
観
点
か
ら
文
書
提
出
義
務
を

認
め
、
二
号
は
、
実
体
法
上
の
引
渡
な
い
し
閲
覧
権
が
あ
る
場
合
に
、
そ

の
訴
訟
上
の
顕
現
と
し
て
文
書
提
出
義
務
を
認
め
て
い
る
。
三
号
は
、
文

書
が
挙
証
者
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
挙
証
者
と
所
持
者
の
間
の
法
律

関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
に
つ
き
こ
れ
を
認
め
る
。
こ
の
文
書
提

　
（
2
）

出
義
務
は
、
周
知
の
と
お
り
、
特
に
医
事
訴
訟
、
公
害
訴
訟
、
環
境
訴
訟

等
の
現
代
型
訴
訟
、
行
政
訴
訟
等
を
契
機
と
し
て
、
そ
こ
に
お
け
る
証
拠

の
構
造
的
遍
在
に
よ
る
当
事
老
間
の
手
続
的
不
平
等
と
い
う
問
題
を
背
景

に
し
て
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
拡
大
さ
れ
て
ぎ
て
い
る
．
特
に
三
号
に

規
定
さ
れ
る
利
益
文
書
と
法
律
関
係
文
書
は
、
規
定
が
簡
潔
な
た
め
、
解

釈
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
判
例
が
出
さ
れ
、
文
書
提
出

義
務
の
拡
大
の
範
囲
に
つ
き
、
か
な
り
の
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
以

下
、
問
題
点
を
簡
明
に
す
る
た
め
に
、
本
件
決
定
の
対
象
で
あ
る
捜
査
関

係
文
書
に
対
す
る
文
書
提
出
命
令
の
判
例
・
学
説
を
、
判
示
事
項
に
添
っ

て
整
理
し
、
そ
の
他
の
判
例
・
学
説
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す

る
。二

　
従
前
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
法
律
関
係
文
書
と
は
、
挙
証
者
と
所
持
人

の
間
の
法
律
関
係
自
体
を
記
載
し
た
文
書
な
い
し
、
法
律
関
係
に
関
係
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
さ
す
が
．
自
己
使
用
文
書
は
除
か
れ
る
、
ま

た
は
、
挙
証
老
と
所
持
人
と
の
間
の
法
律
関
係
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
文

書
が
作
成
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
文
書
が
当
該
法
律
関
係
の
全
部
に
関
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
自
己
使
用
文
書
は
除
か

（
4
）

れ
る
と
さ
れ
、
契
約
関
係
な
い
し
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て

い
た
。

　
判
例
も
当
初
こ
の
見
解
に
た
ち
、
例
え
ば
、
不
起
訴
裁
定
書
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

東
京
高
決
昭
和
五
八
年
一
二
月
一
三
日
が
、
民
訴
法
三
一
二
条
二
号
文
書

に
つ
き
、
「
文
書
の
所
持
者
に
対
し
そ
の
文
書
の
引
渡
ま
た
は
閲
覧
を
求
め

る
実
体
法
上
の
権
利
を
有
す
る
場
合
」
を
い
い
、
不
起
訴
処
分
裁
定
証
は
，

「
専
ら
検
察
庁
内
部
の
事
務
処
理
の
便
宜
上
作
成
さ
れ
る
文
書
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ
り
、
法
令
上
そ
の
作
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
文
書
で
は
な

い
」
と
し
て
、
ま
た
、
同
法
三
二
一
条
三
号
前
段
文
書
に
つ
き
、
「
そ
の

文
書
に
よ
り
挙
証
者
の
地
位
、
権
利
も
し
く
は
権
限
が
直
接
明
ら
か
に
さ

れ
る
も
の
を
指
す
」
と
し
て
、
さ
ら
に
、
同
法
三
一
二
条
後
段
文
書
に
つ

き
、
『
文
書
の
所
持
者
の
内
部
的
な
自
己
使
用
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
文

書
を
含
ま
な
い
」
と
し
て
文
書
提
出
義
務
を
否
定
し
た
。

　
さ
ら
に
告
訴
事
件
の
被
告
訴
者
の
供
述
録
取
書
に
つ
い
て
、
千
葉
地
決

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

昭
和
五
九
年
六
月
七
日
が
．
「
告
訴
は
、
そ
れ
が
訴
訟
条
件
と
さ
れ
る
場

合
を
除
き
．
検
察
官
等
に
対
し
て
捜
査
を
開
始
す
る
端
緒
を
与
え
る
に
と

ど
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
告
訴
に
よ
っ
て
告
訴
者
と
検
察
官
等
と
の
間
に

法
律
上
の
権
利
義
務
関
係
が
生
ず
る
も
の
と
見
る
の
は
相
当
で
な
い
．
」

　
　
…
被
疑
者
の
供
述
録
取
書
は
、
「
検
察
官
等
が
公
訴
を
提
起
し
、
公
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訴
を
遂
行
す
る
た
め
の
証
拠
を
収
集
す
る
目
的
の
下
に
作
成
さ
れ
た
書
面

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
法
律
関
係
に
付
き
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ

る
と
見
る
の
は
相
当
で
な
い
し
、
そ
の
書
面
は
、
検
察
官
等
が
専
ら
自
己

使
用
の
目
的
で
こ
れ
を
作
成
し
た
文
書
で
あ
る
と
見
る
の
が
相
当
で
あ

る
」
と
し
て
否
定
し
た
。
い
ず
れ
も
通
説
的
見
解
に
た
ち
、
自
己
使
用
文

書
と
し
て
文
書
提
出
義
務
を
否
定
し
て
い
る
．

　
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
、
主
と
し
て
国
家
賠
償
法
を
め
ぐ
り
、

ま
た
公
害
事
件
等
、
主
と
し
て
不
法
行
為
訴
訟
で
「
法
律
関
係
文
書
」
概

念
の
拡
大
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
「
法
律
関
係
の
生
成
の
，
過
程
に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
文
書
」
な
い
し
「
法
律
関
係
に
関
連
す
る
事
項
を
記
載
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

文
書
」
も
法
律
関
係
文
書
に
当
た
る
と
し
た
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
三
一
二
条
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
を
一
般
的
文
書
提
出
義
務
を

規
定
し
た
も
の
と
し
、
一
三
二
条
の
他
の
文
書
を
例
示
規
定
と
理
解
し
た

上
で
、
国
家
賠
償
法
二
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
存
否
（
本
案
）
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

っ
て
法
律
関
係
が
生
じ
て
い
る
と
し
た
決
定
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
最
初
に
捜
査
関
係
文
書
が
法
律
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
、
大
阪
地
決
昭
和
六
〇
年
一
月
一
四
目
で
あ
る
。
不
起
訴
処
分
と
な
っ

た
刑
事
事
件
に
関
し
、
捜
索
・
差
し
押
さ
え
令
状
の
請
求
等
の
違
法
を
理

由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
、
当
該
令
状
請
求
時
に
作
成
．

提
出
さ
れ
た
警
察
官
調
書
に
つ
い
て
、
「
法
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け

れ
ば
捜
索
及
び
差
押
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
法
的
地
位
は
、
何
人

に
対
し
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
－
…
国
の
機
関
に
よ

り
発
せ
ら
れ
た
令
状
に
基
づ
ぎ
捜
索
差
押
の
処
分
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
…
－
右
法
的
地
位
の
侵
害
の
有
無
を
内
容
と
す
る
法
律
関
係
が
発
生
し

た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
．
ま
た
、
民
訴
法
三
一
二
条
三
号
後
段
に
い

う
「
法
律
関
係
」
を
私
法
上
の
契
約
関
係
に
限
定
し
て
認
め
る
こ
と
に
は

合
理
的
根
拠
が
な
」
く
法
律
関
係
に
該
当
す
る
．
「
公
務
員
の
職
務
上
の

秘
密
に
か
か
る
事
項
を
内
容
と
す
る
…
…
（
法
律
関
係
文
書
）
の
提
出
に

付
い
て
は
、
証
人
尋
問
に
関
す
る
…
－
規
定
が
準
用
な
い
し
類
推
適
用
さ

れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
」
、
刑
訴
法
四
七
条
は
、
「
公
判
の

開
廷
前
に
お
け
る
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」
の
公
開
の
禁
止
を
そ
の
保
管

老
に
対
し
て
義
務
付
け
て
い
る
か
ら
、
公
判
の
開
廷
前
に
お
い
て
は
法
律

上
当
然
に
右
書
類
の
内
容
が
公
務
員
の
職
務
条
の
秘
密
に
属
す
る
も
の
と

さ
れ
．
右
書
類
の
所
持
者
は
、
そ
の
限
度
で
前
記
文
書
提
出
義
務
を
免
れ

て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
．
も
っ
と
も
、
同
条
但
書
は
．
公
益
上

の
必
要
そ
の
他
の
事
由
が
あ
っ
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
訴
訟
に

関
す
る
書
類
の
公
開
が
許
容
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

右
相
当
性
の
判
断
は
、
当
該
書
類
の
保
管
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
o
）

　
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
二
月
二
一
日
は
、
不
起
訴
処
分
を
受
け
た
挙
証

者
の
、
被
疑
老
段
階
で
作
成
さ
れ
た
検
察
庁
保
管
の
捜
査
書
類
に
関
し
、

前
記
昭
和
六
〇
年
の
大
阪
地
裁
の
判
決
と
同
様
の
理
由
付
け
で
文
書
提
出

義
務
を
否
定
し
た
．
そ
の
際
、
刑
訴
法
四
七
条
但
書
の
公
開
の
相
当
性
の

判
断
に
付
い
て
、
「
被
疑
者
そ
の
他
捜
査
協
力
者
及
び
刑
事
訴
訟
関
係
人

ら
の
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
、
ま
た
、
刑
事
裁
判
開
始
前
に
、
裁

判
に
対
し
て
外
部
か
ら
不
当
な
圧
力
の
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
刑
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事
司
法
手
続
の
独
立
公
正
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
同
上
の
立
法
趣
旨
に
照

ら
し
、
書
類
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
当
の
保
管
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

（
ま
た
当
該
保
管
者
で
な
け
れ
ば
、
当
該
書
類
の
公
開
に
よ
り
、
訴
訟
関

係
人
ら
の
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
否
か
、
刑
事

裁
判
に
対
す
る
不
当
な
圧
力
を
生
ず
る
虞
が
あ
る
か
否
か
当
を
的
確
に
判

断
し
難
い
．
）
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
が
、

刑
訴
法
四
七
条
所
定
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
民
訴
法
三
一
九
条
に
定
め
る
文
書
送
付
の
嘱
託
に
よ
り
、
右

書
類
の
保
管
者
に
対
し
任
意
に
裁
判
所
へ
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
ほ
か

な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
た
。
判
例
は
、
こ
れ
ら
の
決
定
以
後
、

捜
査
関
係
文
書
が
法
律
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
本
件
決

定
も
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

　
法
律
関
係
文
書
に
関
す
る
学
説
も
ま
た
、
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
A
説
は
、
挙
証
者
と
所
持
者
と
の
間
の
法
律
関
係
じ
た
い
を
記
載
す
る

も
の
の
ほ
か
、
法
律
関
係
の
構
成
要
件
事
実
を
記
載
す
る
も
の
や
、
構
成

要
件
事
実
を
推
認
せ
し
め
る
事
実
を
記
載
す
る
も
の
で
ょ
い
と
す
る
。
た

だ
し
、
一
三
二
条
三
号
文
書
の
立
法
の
沿
革
に
注
目
し
、
文
書
が
共
通
文

書
、
す
な
わ
ち
、
挙
証
者
と
所
持
者
そ
の
他
の
者
と
の
共
同
の
目
的
・
利

用
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
し
、
自
己
使
用
の

た
め
の
内
部
文
書
は
除
か
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
共
同
の
目
的
・
利
用

の
意
図
は
、
（
一
）
文
書
作
成
の
目
的
、
（
二
）
作
成
者
（
所
持
者
）
の
性

格
、
（
三
）
文
書
作
成
義
務
の
有
無
、
（
四
）
記
載
内
容
を
勘
案
し
て
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

的
に
認
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
B
説
は
、
A
説
同
様
立
法
の
沿
革
を
考
察
し
、
共
通
文
書
性
を
、
「
挙

証
者
が
文
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
実
体
的
利
害
関
係
（
持
分
権
）
を
有

す
る
場
合
と
理
解
し
、
こ
の
実
体
的
利
害
関
係
と
、
所
持
人
が
、
訴
訟
の

場
を
離
れ
て
、
そ
の
文
書
の
記
載
内
容
に
つ
き
処
分
の
自
由
を
有
す
る
か
、

ま
た
ど
の
程
度
に
お
い
て
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
の
相
関
関
係
で
決
め
ら

れ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
所
持
人
の
処
分
の
自
由
は
、
（
一
）
作
成
義

務
の
有
無
、
（
二
）
作
成
の
目
的
、
（
三
）
所
持
人
の
性
格
、
（
四
）
記
載
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

容
の
秘
密
性
等
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
す
る
．

　
C
説
は
、
訴
訟
に
お
い
て
重
要
な
争
点
に
証
拠
と
し
て
の
意
義
を
持
つ

文
書
は
、
二
七
二
条
以
下
の
証
言
拒
絶
権
の
規
定
を
類
推
で
き
る
場
合
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
ぞ
き
、
す
べ
て
法
律
関
係
文
書
で
あ
る
と
す
る
．

　
D
説
は
、
法
律
関
係
文
書
の
要
件
と
し
て
、
（
一
）
立
証
事
項
の
重
要

性
、
（
二
）
代
わ
り
の
立
証
方
法
の
有
無
、
（
三
）
文
書
の
性
質
、
（
四
）
所

持
者
が
当
事
者
か
第
三
者
か
、
（
五
）
提
出
命
令
申
立
の
動
機
、
（
六
）
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

共
の
利
益
等
の
考
慮
等
を
挙
げ
る
。

　
文
書
提
出
義
務
は
、
証
人
義
務
同
様
、
裁
判
所
の
審
理
に
協
力
す
べ
き

公
法
上
の
義
務
で
あ
る
。
し
か
し
証
人
義
務
に
お
け
る
二
七
一
条
の
よ
う

に
、
一
般
的
義
務
を
規
定
す
る
条
文
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
三
二
一
条
で

所
持
者
が
文
書
の
提
出
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
〉

C
説
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
例
示
的
に
列
挙
し
た
も
の
と
し
、
訴
訟
法
上
の

一
般
的
義
務
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
三
号
文
書
の
沿
革
、
す
な
わ
ち

所
持
者
と
挙
証
者
の
間
の
実
体
的
利
害
関
係
を
根
拠
と
す
る
こ
と
か
ら
考

え
て
も
、
ま
た
、
当
事
者
に
文
書
の
記
載
内
容
に
実
体
法
上
処
分
権
が
あ
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る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
は

困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
実
体
的
利
害
関
係
を
根
拠
と
す

る
と
い
う
意
味
で
は
、
D
説
の
諸
要
件
も
、
実
際
、
判
例
で
も
、
し
ば
し

ば
使
わ
れ
て
い
る
要
件
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
訴
訟
上
の
利
益
な
い
し
必

要
性
を
根
拠
と
す
る
点
で
、
民
訴
法
二
五
九
条
の
訴
訟
上
の
必
要
性
の
判

断
と
混
同
し
た
も
の
と
の
批
判
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
文

書
提
出
義
務
を
拡
大
す
る
解
釈
自
体
が
，
証
拠
の
遍
在
等
の
場
合
の
手
続

上
の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
「
訴
訟
上
」
文
書
提
出
命
令
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
で
の
当
該
文
書
の
証
拠

調
ぺ
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
、
必
要
条
件
で
あ
る
が
、
法
律
関
係
文
書

に
該
当
す
る
た
め
の
要
件
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
．

　
結
局
、
持
分
権
と
呼
ぶ
か
共
通
文
書
性
と
呼
ぶ
か
は
別
に
し
て
、
実
体

的
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
、
挙
証
者
が
訴
訟
外
で
当
該
文

書
の
内
容
に
つ
き
処
分
権
を
有
す
る
か
否
か
を
考
慮
す
る
B
説
が
妥
当
で

　
　
　
　
（
16
）

あ
る
と
考
え
る
。

　
本
件
決
定
に
お
い
て
は
、
問
題
と
な
っ
た
捜
査
関
係
文
書
は
被
疑
事
件

に
よ
る
捜
査
法
律
関
係
並
び
に
逮
捕
状
発
付
の
違
法
性
を
め
ぐ
り
、
原
告

の
身
体
及
び
自
由
等
の
法
的
地
位
の
侵
害
を
内
容
と
す
る
法
律
関
係
の
構

成
要
件
事
実
を
推
認
さ
せ
る
文
書
で
あ
る
．
当
該
文
書
の
作
成
は
、
法
律

上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
刑
事
訴
訟
の
準
備
の
た
め
に
作

ら
れ
、
そ
の
記
載
内
容
が
、
公
判
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
公
開
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
使
用
の
た
め
の

内
部
文
書
と
見
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
、
当
該
捜
査
関
係

資
料
が
、
本
来
の
場
で
あ
る
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
ど
の
程
度
公
表
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。

（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
開
示
の
問
題
と
し
て
、

守
秘
義
務
と
の
関
係
で
後
記
三
で
触
れ
る
．
）
さ
ら
に
、
所
持
人
は
国
の
機
関
で

強
力
な
組
織
力
と
人
員
を
有
す
る
こ
と
、
主
要
な
証
拠
の
ほ
と
ん
ど
が
捜

査
機
関
の
手
に
あ
る
こ
と
、
所
持
人
自
体
が
公
益
の
代
表
者
と
し
て
事
案

を
探
求
す
る
こ
と
を
職
責
と
す
る
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
当
該
捜
査
関

係
文
書
は
、
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
と
い
え
る
．
問
題
は
文
書
の
秘

密
性
で
あ
る
が
、
公
務
員
の
守
秘
義
務
、
刑
訴
法
四
七
条
の
間
題
が
あ
り
、

判
示
事
項
の
二
点
目
で
あ
り
、
別
異
の
検
討
を
要
す
る
の
で
、
項
を
改
め

て
検
討
す
る
。

三
　
か
つ
て
は
文
書
提
出
義
務
に
対
し
て
証
言
拒
絶
の
諸
規
定
が
類
推
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

用
さ
れ
な
い
と
す
る
判
例
も
あ
っ
た
が
「
文
書
提
出
義
務
は
証
人
義
務
と

同
じ
く
裁
判
所
の
審
理
に
協
力
す
ぺ
き
公
法
上
の
義
務
で
あ
り
、
か
つ
、

文
書
の
所
持
老
が
公
務
員
で
あ
る
場
合
に
そ
の
職
務
上
の
秘
密
の
保
護
に

関
し
て
人
証
に
よ
る
と
書
証
に
よ
る
と
で
差
異
を
認
め
る
べ
き
理
由
は
な

い
」
か
ら
…
－
証
人
尋
問
に
関
す
る
－
…
（
諸
規
定
が
）
準
用
な
い
し
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

推
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
．
」
と
し
て
、
現
在
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

類
推
適
用
を
認
め
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
捜
査
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
民
訴
法
二
七
二

条
・
二
八
一
条
の
公
務
員
の
守
務
義
務
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
し
、
刑

訴
法
四
七
条
に
よ
り
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
捜
査
機
関
が
民
訴
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法
三
一
九
条
の
文
書
送
付
の
嘱
託
に
応
じ
、
任
意
に
協
力
す
る
場
合
を
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
し
て
、
文
書
提
出
義
務
を
免
れ
る
と
し
て
い
た
．

　
民
事
裁
判
所
に
守
秘
義
務
な
い
し
刑
訴
法
四
七
条
但
書
の
判
断
権
を
認

め
、
文
書
提
出
義
務
を
肯
定
し
た
初
め
て
の
決
定
は
、
静
岡
地
決
昭
和
六

　
　
　
　
　
（
2
1
V

二
年
一
月
一
九
目
で
あ
る
。
事
案
は
、
警
察
職
員
に
よ
り
業
務
上
横
領
の

被
疑
者
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
を
（
不
起
訴
）
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
事
件

に
お
い
て
、
検
察
庁
に
送
付
さ
れ
て
い
な
い
、
参
考
人
の
司
法
警
察
員
に

対
す
る
供
述
調
書
に
つ
ぎ
文
書
提
出
命
令
を
出
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
．

被
告
で
あ
る
静
岡
県
が
当
該
文
書
を
引
用
し
て
い
た
た
め
、
民
訴
法
一
三

二
条
三
号
前
段
の
引
用
文
書
に
該
当
す
る
と
し
た
上
で
、
刑
訴
法
四
七
条

に
基
く
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
本
件
民
事
訴
訟
に
お
け
る
取
扱
い
に
照
ら

し
て
、
「
既
に
捜
査
の
密
行
性
・
秘
密
保
持
の
必
要
性
は
、
実
質
的
に
失

わ
れ
て
お
り
…
…
。
か
り
に
刑
事
事
件
記
録
を
公
に
す
る
か
否
か
の
判
断

が
、
…
…
刑
事
事
件
手
続
の
公
正
な
運
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
次
的

に
は
、
当
該
記
録
の
保
管
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

適
正
迅
速
な
民
事
裁
判
の
実
現
と
い
う
そ
れ
以
外
の
公
益
上
の
必
要
に
も

十
分
配
慮
し
た
、
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
文
書
提

出
命
令
の
申
立
の
採
否
に
当
た
り
、
民
事
裁
判
所
が
守
秘
義
務
の
範
囲
を

具
体
的
に
画
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
、
多
言
を
要
し

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
さ
ら
に
、
東
京
高
決
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
目
は
、
裁
判
所
の
捜
査
報

告
書
の
送
付
嘱
託
に
対
し
、
「
捜
査
の
秘
密
を
保
持
す
る
必
要
」
が
あ
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
原
告
が
当
該
文
書
の
文
書
提
出

命
令
を
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
、
却
下
決
定
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
抗

告
に
対
し
、
原
決
定
を
取
消
・
差
し
戻
し
た
も
の
で
あ
る
．
決
定
は
、
本

件
捜
査
報
告
書
が
「
引
用
文
書
」
で
は
な
く
「
法
律
関
係
文
書
」
で
あ
る

と
し
、
「
事
件
の
捜
査
の
過
程
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
事
件
の
公
判
に
は
、
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
刑
訴
法
四
七

条
本
文
に
規
定
す
る
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」
の
中
に
含
ま
れ
る
」
と
し

た
。
さ
ら
に
、
刑
訴
法
四
七
条
本
文
が
訴
訟
に
関
す
る
書
類
を
非
公
開
と

し
て
い
る
主
要
な
理
由
を
、
「
（
一
）
訴
訟
関
係
人
の
名
誉
そ
の
他
の
公
・

私
の
利
益
の
保
護
、
（
二
）
刑
事
裁
判
へ
の
不
当
な
影
響
の
防
止
、
（
三
）

当
該
捜
査
の
密
行
性
の
保
持
」
に
あ
る
と
し
た
．
さ
ら
に
、
但
書
の
判
断

主
体
に
つ
き
、
捜
査
機
関
（
東
京
地
方
検
察
庁
）
の
判
断
を
ま
ず
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
が
、
公
開
の
相
当
性
な
し
と
す
る
相
手
方
の
判
断
が
合
理
性

を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
時
は
．
そ
の
提
出
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

た
上
で
、
「
捜
査
の
秘
密
を
保
持
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
旨
の
理
由
で
は
、

具
体
性
・
合
理
性
を
欠
く
と
し
て
原
決
定
を
取
り
消
し
た
。
た
だ
し
、
申

立
自
体
に
関
し
て
は
、
公
開
の
可
否
に
つ
い
て
の
保
管
者
の
合
理
的
判
断

の
尊
重
と
い
う
見
地
に
鑑
み
…
－
公
開
で
き
な
い
理
由
に
つ
き
主
張
・
立

証
を
尽
く
さ
せ
る
の
が
相
当
と
し
て
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

　
学
説
は
、
裁
判
所
が
守
秘
義
務
の
範
囲
に
つ
き
判
断
で
き
る
こ
と
を
前

提
と
し
、
侵
害
さ
れ
る
虞
の
あ
る
国
家
な
い
し
職
務
上
の
秘
密
、
公
共
の

利
益
、
あ
る
い
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
、
当
該
立
証
主
題
が
証
明
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
う
る
挙
証
者
の
実
体
的
利
益
と
の
比
較
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

量
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
と
す
る
．
表
現
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
点
に
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（
％
）

異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
本
件
決
定
は
、
上
掲
東
京
高
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
日
決
定
と
同
じ
理

論
構
成
で
、
民
事
裁
判
所
に
証
人
義
務
の
終
局
的
な
判
断
権
を
認
め
た
上

で
、
刑
訴
法
四
七
条
に
基
づ
く
守
秘
義
務
に
つ
き
、
実
資
的
な
比
較
衡
量

を
な
し
、
文
書
提
出
命
令
を
認
め
た
。
本
件
決
定
の
特
徴
は
、
現
に
継
続

中
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
、
検
察
官
手
持
ち
の
未
提
出
書
類
に
対
し
て
文

書
提
出
命
令
を
認
め
た
点
に
あ
り
、
結
果
的
に
、
刑
訴
法
上
問
題
と
さ
れ

て
い
る
検
察
官
手
持
ち
の
公
判
未
提
出
証
拠
の
開
示
を
認
め
た
結
果
と
な

る
。
こ
の
点
、
お
よ
び
、
前
述
し
た
法
律
関
係
文
書
の
「
処
分
権
」
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
捜
査
関
係
書
類
の
本
来
使
用
さ
れ
る
刑
事
訴
訟
法

上
の
取
扱
い
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

　
刑
事
訴
訟
法
上
、
第
一
回
公
判
期
目
前
に
、
弁
護
人
・
被
告
人
に
対
し
、

検
察
官
手
持
ち
の
証
拠
を
閲
覧
・
検
討
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
公
判
未
提
出
の
検
察
官
手
持
ち
資
料
の
閲
覧
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
証
拠
開
示
の
問
題
と
し
て
論

　
　
　
　
（
2
5
）

じ
ら
れ
て
い
る
．

　
現
行
法
上
は
、
刑
訴
法
二
九
九
条
一
項
が
、
検
察
官
が
公
判
廷
で
取
調

の
請
求
を
す
る
意
思
の
あ
る
証
拠
に
つ
い
て
事
前
開
示
の
義
務
を
定
め
て

い
る
反
対
解
釈
と
し
て
、
取
調
の
請
求
を
す
る
意
思
の
な
い
証
拠
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

て
は
事
前
開
示
義
務
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
論
に
対
し
て
は
、

検
察
官
の
手
元
に
あ
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
が
法
廷
に
提
出
さ
れ
な
い

場
合
が
有
り
得
る
と
し
て
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
．

　
証
拠
開
示
を
否
定
す
る
見
解
は
、
証
拠
の
全
面
開
示
を
定
め
る
法
令
が

存
し
な
い
こ
と
、
当
事
者
主
義
を
建
て
前
と
す
る
刑
訴
法
の
下
で
は
、
接

見
交
通
、
証
拠
保
全
等
に
よ
り
独
自
の
証
拠
資
料
の
集
取
に
よ
り
弁
護
す

べ
ぎ
こ
と
、
証
拠
開
示
を
認
め
る
と
、
証
人
威
迫
、
偽
証
教
唆
等
の
虞
が

あ
る
こ
と
、
証
拠
開
示
に
よ
っ
て
多
く
の
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
虞
が
あ
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
証
拠
開
示
の
可
否
、
範
囲
、
時
期
に

つ
い
て
の
決
定
を
す
べ
て
検
察
官
の
裁
量
・
判
断
に
任
せ
る
べ
き
と
す

る
。
　
証
拠
開
示
を
肯
定
す
る
見
解
は
、
検
察
官
が
公
益
の
代
表
者
と
し
て
．

事
業
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
事
件
に
関
す

る
主
な
証
拠
は
圧
倒
的
な
人
員
と
組
織
を
有
す
る
捜
査
機
関
に
集
取
さ
れ
、

証
拠
が
事
前
に
開
示
さ
れ
な
い
と
、
弁
護
人
は
、
弁
護
方
針
す
ら
立
て
る

こ
と
が
出
来
ず
、
当
事
者
主
義
が
形
骸
化
す
る
こ
と
、
証
拠
開
示
に
と
も

な
う
証
人
威
迫
、
偽
証
教
唆
、
プ
ラ
イ
バ
シ
1
侵
害
等
の
防
止
は
、
別
途
方

策
を
立
て
れ
ば
済
む
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
全
面
的
あ
る
い
は
部
分
的
な

開
示
を
認
め
る
べ
き
と
し
、
立
法
論
・
解
釈
論
双
方
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
最
高
裁
判
所
は
昭
和
四
四
年
四
月
二
五
目
か
な

り
厳
格
な
要
件
の
下
で
、
訴
訟
指
揮
権
に
基
づ
く
個
別
的
な
証
拠
開
示
を

認
め
た
．

　
本
件
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
刑
訴
法
上
の
展
開
を
念
頭
に
い
れ
て
、
刑

事
裁
判
の
進
行
状
況
、
お
よ
び
文
書
の
性
格
か
ら
、
刑
事
裁
判
へ
の
不
当
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な
影
響
及
び
当
該
捜
査
の
密
行
性
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
ば
な
い
と
し
た
も

の
で
、
こ
の
点
に
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
．
唯
一
問
題
と
な
る
と
す
れ

ば
、
訴
訟
関
係
人
の
名
誉
そ
の
他
の
公
・
私
益
の
保
護
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
文
書
の
所
持
者
で
あ
る
検
察
庁
は
、
こ
の
点
に
つ
き
抽
象
的
に
主
張

す
る
の
み
で
あ
っ
た
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
訴
訟
関
係
人
た
る
第
三
者
の

名
誉
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
た
め
文
書
提
出
命
令
が
出
せ
な

い
よ
う
な
場
合
に
、
本
件
の
よ
う
に
検
察
庁
が
具
体
的
に
主
張
し
な
い
こ

と
に
よ
り
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
刑
訴
法
四
七
条
但
し
書
き
に
よ
る
相
当

性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
当
該
文
書
が
訴
訟
の
場
に
出

て
く
る
こ
と
に
な
り
、
第
三
者
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
点
は
，
規
定
は
な
い
が
、
口
頭
弁
論
の
場
に
出
す
前
に
、
裁
判
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

よ
り
確
認
す
る
こ
と
を
認
め
る
以
外
方
法
は
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
刑
事
・
民
事
両
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
証
拠
開
示
・
文
書
提
出
命
令
に

関
す
る
立
法
に
よ
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
1
）
　
文
書
提
出
命
令
制
度
の
沿
革
に
関
し
て
は
，
竹
下
／
野
村
『
民
事
訴
訟
に

　
お
け
る
文
書
提
出
命
令
（
一
）
」
判
時
七
九
八
号
一
六
頁
以
下
。

（
2
）
　
そ
の
制
度
目
的
に
つ
い
て
は
、
証
拠
の
構
造
的
遍
在
に
よ
る
手
続
的
不
平

等
の
是
正
と
す
る
も
の
（
竹
下
・
野
村
、
判
時
七
九
八
号
一
一
六
頁
以
下
）
、

　
民
事
訴
訟
の
理
念
で
あ
る
真
実
発
見
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
す
る
も

　
の
（
石
田
、
証
拠
法
の
再
構
成
、
小
林
、
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
資
料
・

　証拠資

料
の
収
集
の
素
描
」
民
訴
雑
誌
二
八
－
三
〇
頁
、
民
事
訴
訟
制
度
の
適

　
正
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
と
す
る
も
の
（
福
岡
高
決
昭
五
二
年
七
月
一
二
日

　
下
民
集
二
八
巻
五
－
八
号
七
九
八
頁
等
）
、
訴
訟
外
に
お
け
る
私
人
間
の
行
為

　
規
範
を
訴
訟
内
で
確
保
す
る
た
め
と
す
る
も
の
（
佐
藤
『
文
書
提
出
命
令
」
講

座
民
訴
五
巻
二
八
三
頁
以
下
）
等
の
見
解
が
あ
る
。

（（（（（76543）））））五
三
年
三
月
六
日
高
民
集
一
三
巻
一
号
三
八
頁
，

判
時
八
八
三
号
九
頁
、

頁
等
。

（
8
）
　
横
浜
地
裁
横
須
賀
支
部
決
昭
五
三
年
一
〇
月
三
〇
日
判
タ
三
七
〇
号
五
七

　頁。　　　ハ　　ハ　　　　　　

131211109
）　　）　　）　　）　　）

菊
井
／
村
松
∬
三
七
九
。

法
律
実
務
（
四
）
二
八
四
。

判
タ
五
二
三
号
一
八
四
頁
。

判
タ
五
三
三
号
一
八
四
頁
。

東
京
高
決
昭
五
一
年
六
月
三
〇
日
判
時
八
二
九
号
五
三
頁
、
大
阪
高
決
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
タ
三
五
九
号
一
九
四
頁
、

　
　
　
　
　
　
大
阪
地
決
昭
五
三
年
三
月
三
一
日
判
時
九
〇
七
号
八
一

判
タ
五
五
二
号
一
九
七
頁
。

判
タ
五
六
〇
号
二
二
九
頁
。

松
浦
．
条
解
民
事
訴
訟
法
一
〇
六
〇
頁
。

竹
下
／
野
村
前
掲
一
一
九
頁
。

小
林
「
文
書
提
出
命
令
を
め
ぐ
る
最
近
の
判
例
の
動
向
」

判
時
九
九
八
号

　
一
四
九
頁
。

（
1
4
）
　
小
島
、
判
時
五
八
四
号
一
二
八
頁
。
判
例
と
し
て
は
、
引
用
文
書
に
関
し

　
て
で
あ
る
が
、
高
松
高
決
昭
五
四
年
七
月
二
日
判
時
九
四
二
号
五
八
頁
、
利
益

文
書
に
関
し
て
、
福
岡
高
決
昭
五
二
年
七
月
一
三
日
高
民
集
三
〇
巻
三
号
七
五

頁
・
判
時
八
六
七
号
三
二
頁
・
判
タ
三
五
一
号
二
四
八
頁
。

（
1
5
）
　
前
掲
註
8
判
例
参
照
。

（
16
〉
A
説
と
B
説
に
実
際
上
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
A
説
の
内

容
を
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
が
、
「
文
書
の
記
載
内
容
に
関

す
る
処
分
の
自
由
」
を
正
面
か
ら
要
件
と
し
て
い
る
点
で
、
B
説
を
よ
り
妥
当

な
も
の
と
考
え
る
。

（
1
7
）
東
京
地
決
昭
四
三
年
九
月
二
七
日
判
タ
ニ
ニ
六
号
二
二
三
頁
。
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（
18
）
　
大
阪
地
決
昭
六
〇
年
一
月
一
四
日
判
タ
五
五
二
号
二
〇
〇
頁
。

（
1
9
）
東
京
地
決
昭
四
三
年
九
月
二
七
日
判
タ
ニ
ニ
六
号
一
三
三
頁
、
浦
和
地
決

　昭四

七
年
一
月
二
七
日
判
タ
ニ
七
二
号
二
一
五
頁
、
東
京
高
決
昭
四
四
年
一
〇

月
一
五
日
判
タ
ニ
三
九
号
一
三
六
頁
、
高
松
高
決
昭
五
〇
年
七
月
一
七
日
判
タ

　
三
二
五
号
一
六
〇
頁
、
大
阪
地
決
昭
六
〇
年
一
月
一
四
日
判
タ
五
五
二
号
一
九

七
頁
、
竹
下
／
野
村
前
掲
一
二
頁
、
小
島
前
掲
一
二
九
頁
、
小
林
前
掲
二
頁
。

ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ
24　23　22　21　20
）　　）　　）　　）　　）

前
掲
註
8
及
び
註
9
判
例
参
照
。

静
岡
地
決
昭
六
二
年
一
月
一
九
日
判
時
一
二
三
六
号
一
三
四
頁
。

東
京
高
決
昭
六
二
年
六
月
三
〇
日
判
時
一
二
四
三
号
三
七
頁
。

竹
下
／
野
村
前
掲
一
二
頁
、
判
例
と
し
て
東
京
高
決
昭
五
〇
年
八
月
七
日
。

秋
山
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
文
書
提
出
命
令
」
新
実
務
民
訴
講
座
九
巻
三

○
○
頁
。

（
2
5
）
　
永
松
判
タ
七
三
五
号
二
九
〇
頁
参
照
。

（
2
6
）
　
最
決
昭
三
四
年
一
二
月
二
六
日
刑
集
ニ
ニ
巻
二
一
一
号
三
三
七
二
頁
。

（
解
）
　
刑
集
二
三
巻
四
号
二
四
八
頁
「
（
既
に
証
拠
調
べ
の
段
階
に
入
っ
た
後
で
、

弁
護
人
か
ら
、
具
体
的
必
要
性
を
示
し
て
、
一
定
の
証
拠
を
弁
護
人
に
閲
覧
さ

　
せ
る
よ
う
検
察
官
に
命
ぜ
ら
れ
た
い
旨
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
場
合
、
）
事
案

　
の
性
質
、
審
理
の
状
況
、
閲
覧
を
求
め
る
証
拠
の
種
類
及
び
内
容
、
閲
覧
の
時

期
、
程
度
及
び
方
法
、
そ
の
他
の
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
，
そ
の
閲
覧
が
被
告

　人の

防
御
の
た
め
特
に
重
要
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
に
よ
り
罪
証
隠
滅
．
証
人
威

迫
等
の
弊
害
を
招
来
す
る
お
そ
れ
が
な
く
・
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
訴

訟
指
揮
権
に
基
づ
き
、
検
察
官
に
対
し
、
そ
の
所
持
す
る
証
拠
を
弁
護
人
に
閲

覧
さ
せ
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
．
」

（
2
9
）
更
に
言
え
ば
、
訴
訟
指
揮
の
一
環
と
し
て
、
最
終
的
に
そ
の
範
囲
を
裁
判

所
が
確
定
す
る
に
し
て
も
、
文
書
所
持
者
と
最
判
所
が
提
出
す
べ
き
範
囲
に
つ

ぎ
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
ま
で

認
め
た
上
で
、
な
お
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
国
家
賠
償
法
に
よ
り

補
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

笠
原
　
　
毅
彦
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